
表
紙
の
人
は
、
丘
珠
獅
子
舞
保
存
会

さ
い
と
う
け
い
い
ち

に
親
子
で
参
加
し
て
い
る
斉
藤
恵
一
さ

け
い

や

ん（
３１
）と
恵
也
く
ん（
７
）で
す
。

恵
一
さ
ん
が
知
人
に
勧
め
ら
れ
て
獅

子
舞
を
演
じ
始
め
た
の
は
五
年
前
。
以

来
、
丘
珠
神
社
で
年
一
回
行
わ
れ
る
奉

納
舞
の
ほ
か
、
東
区
の
行
事
な
ど
で
年

に
二
、
三
回
、
獅
子
の
胴
に
入
っ
て
、

演
舞
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

丘
珠
獅
子
舞
は
富
山
県
か
ら
丘
珠
へ

開
拓
に
や
っ
て
き
た
人
た
ち
を
中
心
と

し
て
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
こ

ろ
に
始
め
ら
れ
、
地
域
の
方
々
に
よ
っ

て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
一
九
七
四

（
昭
和
四
十
九
）

年
に
は
、
札
幌
市

の
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

獅
子
舞
は
総
勢

三
十
人
以
上
で
演

じ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
勇
壮
な
舞
に
、

恵
一
さ
ん
は
「
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら

あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

去
年
か
ら
獅
子
舞
を
始
め
た
と
い
う
恵

也
く
ん
も
、
お
父
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

獅
子
舞
が
大
好
き
。
一
人
で
ビ
デ
オ
を

見
な
が
ら
練
習
を
す
る
ほ
ど
の
熱
心
さ

で
す
。
獅
子
舞
で
は
獅
子
取
り
と
呼
ば

れ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
十
二
種
類
の
舞

を
演
じ
ま
す
。
恵
也
く
ん
は
「
扇
の

舞
」「
剣
の
舞
」
な
ど
、
ま
だ
習
っ
て
い

な
い
も
の
も
家
で
ひ
そ
か
に
練
習
し
て
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

「
大
き
く
な
っ
た
ら
獅
子
頭
を
持
ち

た
い
」
と
言
う
恵
也
く
ん
に
、
う
れ
し

そ
う
な
恵
一
さ
ん
。
獅
子
舞
の
最
後
に

は
、
獅
子
取
り
の
子
ど
も
が
大
人
に
肩

車
さ
れ
て
獅
子
の
角
を
弓
矢
で
狙
い
な

が
ら
退
出
す
る
「
獅
子
乗
り
」
を
演
じ

ま
す
。「
そ
の
役
を
親
子
で
や
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
、
今
ま
で
で
一
番
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
」
と
恵
一
さ

ん
は
話
し
ま
す
。
七
月
十
四
日
に
モ
エ

レ
沼
公
園
で
行
わ
れ
た
「
東
区
さ
わ
や

か
健
康
ま
つ
り
」
で
も
、
父
親
に
肩
車

さ
れ
て
弓
に
矢
を
つ
が
え
る
恵
也
く
ん

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◇

◇

◇

今
年
も
九
月
十
五
日
�
に
、
丘
珠
神

社
で
奉
納
舞
が
行
わ
れ
ま
す
。
東
区
が

誇
る
伝
統
芸
能
を
皆
さ
ん
も
一
度
ご
覧

に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

飛
行
場
を
米
軍
が
接
収
す
る

終
戦
直
後
、
連
合
国
軍
が
札
幌
入
り

し
、
市
内
の
主
な
建
物
や
土
地
を
接
収

し
ま
す
。
札
幌
飛
行
場
も
接
収
さ
れ
、

く
う
て
い

米
軍
が
空
挺
部
隊
の
演
習
場
と
し
て
使

い
ま
し
た
。
飛
行
場
に
残
っ
て
い
た
旧

陸
軍
の
戦
闘
機
や
爆
撃
機
は
ガ
ソ
リ
ン

を
か
け
て
燃
や
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
接

収
が
解
除
さ
れ
た
た
め
、
飛
行
場
用
地

の
所
管
に
つ
い
て
政
府
と
北
海
道
庁
が

協
議
。
そ
の
結
果
、
警
察
予
備
隊
（
自

衛
隊
の
前
身
）
が
飛
行
場
と
し
て
使
用

す
る
分
を
除
き
、
約
百
八
十
�
を
道
庁

が
所
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
道
庁
は
農
家
な
ど
へ
用
地
を
売
り

渡
す
際
の
方
針
を
札
幌
村
に
提
示
。
札

幌
村
は
道
庁
の
指
示
に
基
づ
き
、
売
り

渡
し
計
画
を
立
て
ま
す
。
慎
重
な
審
議

を
経
て
、
翌
年
、
以
前
の
農
家
や
土
地

を
提
供
し
た
人
た
ち
な
ど
約
二
百
十
人

に
用
地
を
配
分
し
ま
し
た
。

航
空
事
業
の
開
始
と
飛
行
場
整
備

接
収
が
解
除
さ
れ
た
年
、
青
木
航
空

が
遊
覧
飛
行
を
実
施
。
こ
れ
が
札
幌
飛

行
場
で
の
民
間
航
空
事
業
の
始
ま
り
で

す
。
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
に

は
陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
航
空
隊
が
配

備
さ
れ
、
管
制
塔
な
ど
の
整
備
が
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
二
年
後
、
北
日
本
航
空

が
丘
珠
と
女
満
別
の
間
で
運
行
を
開
始
。

以
後
、
民
間
航
空
路
線
は
順
調
に
増
え
、

稚
内
、
函
館
、
釧
路
、
紋
別
、
中
標
津

と
の
間
に
航
路
が
で
き
ま
し
た
。

一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
、
政

府
が
定
め
る
空
港
整
備
計
画
の
指
定
を

受
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
丘
珠
飛
行

場
整
備
促
進
期
成
会
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
方
、
一
九
六
六
（
昭
和
四

十
一
）
年
に
は
地
域
住
民
が
丘
珠
飛
行

場
移
転
促
進
期
成
会
を
つ
く
り
、
関
係

機
関
に
移
転
を
陳
情
し
て
い
ま
す
。

以
後
も
飛
行
場
を
め
ぐ
る
議
論
が
続

き
ま
し
た
が
、
札
幌
市
は
飛
行
場
と
調

和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
一

九
九
八
（
平
成
十
）
年
度
に
丘
珠
空
港

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策
定
。
こ

の
構
想
は
、
策
定
前
年
度
に
設
置
さ
れ

た
、
地
域
住
民
、
学
識
経
験
者
な
ど
か

ら
な
る
懇
談
会
の

提
言
に
基
づ
い
て

ま
と
め
た
指
針
で

す
。
空
港
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
は
こ

の
構
想
に
よ
っ
て

進
ん
で
い
ま
す
。

第１８回

表紙から

空

と

大

地

〜
札

幌

飛

行

場（
三
）

ひ
が
し
く

す
と
ー

り
ー

親子で伝統芸能に挑戦

「東区さわやか健康まつり」で区制３０周年
記念特別演舞に出演した斉藤さん親子

昨年３０万人以上が丘珠空港
発着の路線を利用しました
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